
德川家康公ゆかりのみなと、 
清水港の発展の歩みと未来への可能性について 
議論を深めます。 

家康公ゆかりのみなと  

シンポジウム概要 
 

開催日時 
 平成27年5月28日（木） 
開催場所 
静岡市清水文化会館マリナート  
 (小ホール) 
募集人員 
 定員290名（先着順） 
申し込み方法 
 ホームページまたはFAX 

参加無料 
開催日時：平成27年5月28日(木) 
募集人数：定員290名(先着順) 

家康公の駿府大御所時代、駿府の外港として清水湊は発展
しました。本シンポジウムでは、世界に繋がる「清水港」
のこれまでの歩みと未来について議論を深めます。 

主催：(公社) 日本港湾協会 後援：国土交通省中部地方整備局、静岡市 

プログラム 
 

9:45～9:50  開会挨拶  
9:50～10:20  基調講演 「清水港と家康公」  
 ○德川宗家第十八代当主・静岡商工会議所最高顧問  德川 恒孝氏 
10:25～11:25  
 パネルディスカッション 「清水港のこれから」 
■パネリスト       
 ○德川宗家第十八代当主・静岡商工会議所最高顧問  德川 恒孝氏 
 ○国立研究開発法人 海洋研究開発機構(JAMSTEC) 
  地球深部探査センター センター長代理              倉本 真一氏 
 ○東海大学海洋学部教授                            東 惠子氏  
■コーディネーター 
 ○静岡新聞編集局 政治部長兼論説委員              海野 俊也氏 
 

※ 開催場所へのアクセスと申込方法に 
 ついては裏面の詳細をご参照ください 

中部地方整備局 浚渫兼油回収船「清龍丸」の一般公開 
○ 日時 平成27年5月28日（木）10:00~15:00 
○ 場所 清水港 日の出ふ頭 
○ 内容 船内見学、職員による説明、パネル展示 
清水海上保安部 海上保安業務資機材の展示 
○ 内容 資機材展示、職員による説明、パネル展示 
※ 日時・場所は上記清龍丸に同じ。 清龍丸 

いずれも
事前申込
不要です 

清水港の歩みと未来 

11：25    閉会 

シンポジウム (平成27年度 港湾政策研究所講演会 in清水)  



※お預かりした個人情報は、当シンポジウムの運営のみに使用します。 

■参加者プロフィール 

1940年東京生まれ。1964年學習院大学政経学部卒業後、
日本郵船(株)入社。2000年日本郵船(株)代表取締役副社長
就任。2002年同社顧問就任。2003年(財)德川記念財団設
立後、理事長就任。現在は、(公財)德川記念財団理事長、
(公財)WWF世界自然保護基金ジャパン会長を務める。著書
は、『江戸の遺伝子』（PHP研究所）など。 

德川宗家第十八代当主 
静岡商工会議所最高顧問 

德川 恒孝(とくがわ つねなり)氏 

東京都生まれ。多摩美術大学大学院修了(芸術学修士)後、
2011年より東海大学海洋学部環境社会学科教授。1990年
より「清水港・みなと色彩計画」の発案・立案に携わり、
アドバイザー会議座長として施設・工作物の配色指導・助
言等のデザインマネージメントを担当。 

東海大学海洋学部教授   

東 惠子(ひがし けいこ)氏 

1960年静岡市生まれ。慶應義塾大学法学部卒業後、1983
年静岡新聞入社。焼津支局長、経済部長などを経て2014年
より政治部長兼論説委員。2013年より静岡新聞コラム「大
自在」を担当。2013年10月より静岡県地方港湾審議会委
員。 

静岡新聞編集局 
政治部長兼論説委員  

海野 俊也(うんの としや) 氏 
1962年東京生まれ。東京大学で理学博士を取得後、通商産
業省工業技術院（現 産業技術総合研究所）に研究員として
採用。専門は海洋地質学。2002年10月の地球深部探査セ
ンター（CDEX）発足時に、独立行政法人海洋研究開発機構
（JAMSTEC）に移り、現在は、清水港を母港とする地球深
部探査船「ちきゅう」の運用リーダーを務める。 

国立研究開発法人 
海洋研究開発機構(JAMSTEC) 
地球深部探査センター 
センター長代理     
倉本 真一(くらもと しんいち)氏 

氏  名 所  属 役 職 ご 連 絡 先 
ふ り が な 

■会場アクセス 
シンポジウム会場 
   

アクセスマップ 

■参加申し込みについて 
・申し込み方法：日本港湾協会ＨＰ内専用ページまたはFAX 
   専用ページ http://www.phaj.or.jp/event/subscription7.html 
   FAX    03-5549-9576（下記ご記入の上、ご送付下さい） 
・申し込み受付期間：平成２７年５月２２日（金） 
         ＊ＨＰの申し込み期限を延長しました。ただし、満席になりましたら受付は終了します。 
・問い合わせ先：(公社)日本港湾協会  Tel：03-5549-9574 担当：諸星、佐久間 

中部地方整備局 浚渫兼油回収船「清龍丸」一般公開、  
清水海上保安部 海上保安業務資機材の展示会場 
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場所：清水港 日の出ふ頭 4号岸壁付近 
アクセス：JR清水駅より、バス「三保山手線(東海大   
       学三保水族館行きまたは三保車庫行き)」    
     に乗車し、「波止場フェルケール博物館」 
               にて下車、徒歩約10分 

場所：静岡市清水文化会館 マリナート(小ホール)  
アクセス：JR清水駅みなと口(東口)より徒歩3分 
                (清水駅自由通路直結)  
住所：〒424-0823 静岡市清水区島崎町214番 

http://www.phaj.or.jp/event/subscription7.html
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